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 松山河川国道事務所が実施する国道11号小松歩道整備事業は，歩道及び駅前交差点に右折レーンを

設置する事業である。調査対象地域は歩道未設置で路肩が狭く、大型車両の交通量が非常に多いこと

から、土地境界立会作業において交通事故等の発生が懸念されることや新型コロナウイルス感染症感

染防止対策としてWeb会議等も普及したこともあり、権利者等の安全確保を第一に考え、通信機器等

を用いたWeb環境による土地境界立会を実施した事案である。 
 

キーワード 用地取得、土地境界立会、リモート、ウィズコロナ 

 

1.  はじめに 
 
(1) 小松歩道の事業概要 

小松歩道整備事業区間を含む一般国道11号は、旧小

松町の中心部を通過している。当該地域には、西条

市小松サービスセンター庁舎および郵便局等の公共

施設、金融機関や商店が連担している。また、近隣

には小学校、高等学校等の教育施設やJR伊予小松駅が

ある他、お遍路さんで有名な四国八十八箇所霊場第

六十二番札所宝寿寺が立地するなど、当該国道は地

域住民の生活や観光を支えており、歩行者及び自転

車の交通量が多い道路である。 

 

 

図-1 航空写真（R3.10月撮影 松山PPPチーム） 
 

しかし、当区間には歩道が設置されておらず、水

路蓋幅を含めW＝1.2～2.5ｍの狭小な路肩しか設置さ

れていない。また、起業地区間の420ｍの短区間に7か

所の交差点があり、そのうちの3か所は2車線道路との

交差点となっているが、右折レーンが設置されてい

ない。 

このような現状を解消するために、歩道を設置し

歩行者が安心して通行できる空間が確保される。さ

らに交差点部に右折レーンの設置することにより円

滑な交通流が確保され、交通事故の減少が図られる

ことから、安全かつ健全な社会生活及び経済活動を

促進することができる。 

 

(2) Web環境による土地境界立会（以下「Web境界立

会」という）を実施することになった背景と目的  

 土地境界立会を実施するにあたり、調査区域内の

国道沿いは歩道未設置で、かつ路肩も狭く、さらに、

大型車両（トラック、バス等）の交通量が非常に多

い箇所である。また、事業区間の権利者の多くは高

齢者であり、土地境界立会作業に伴う交通事故等の

発生が懸念されたため、権利者の安全を確保するこ

とを最優先に考える必要性があった。 

図-2 小松歩道付近 

 
2.  実施方法の検討 

 

(1) 土地境界立会とは 

  土地境界立会とは、用地測量を行う上で必要な

至松山 至高松 
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土地の境界を確定するための作業である。また、

用地測量とは、国土交通省公共測量作業規程（以

下「作業規程」という）第590条において、「土地

及び境界等について調査し、用地取得等に必要な

資料及び図面を作成する作業をいう。」と規定さ

れている。 

境界確認の作業方法については、作業規程第602

条において、「現地において関係権利者立会いの

上、境界点を確認し、標杭を設置することにより

行うもの」と規定されており、筆界だけでは知り

得ない所有権以外の権利境や登記簿地目と異なっ

ている場合は現況地目の境を確認した上で、用地

実測図などを作成する必要がある。そのため、用

地測量は、私有財産の正当な補償を行う上で基本

となる作業である。 

 

(2) 実施概要 

Web境界立会では、国道11号沿いの「境界立会ル

ート図」（図-3）の黒丸13点について実施した。 
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図-3  境界立会ルート図 

 

(3) 作業方法 

測量業者が国道11号沿いの作業現場に出向き、権利

者及び公共用地管理者（国道管理者、法定外公共物

管理者）は立会会場でモニターを見ながら境界立会

を実施したものであり、その具体的な立会方法は、

以下のとおりである。 
(a) 使用するアプリの選定 

境界立会中に通信が途切れた場合に備え、2種類の

ビデオ通信アプリを準備し、それぞれの通信負荷の

軽減のため、1つを映像用アプリ、もう1つは音声用ア

プリとした。 

使用するアプリの選定については、事前に調査区

域内で複数のアプリ（Microsoft TeamsやLINE、Skype、

Zoomなど）を試し、今回の調査区域では、最も映像が

途切れず鮮明であったMicrosoft Teamsを撮影用に採用

し、通話において最も安定していたLINE（グループ電

話）を通話用として採用した。 

(b) 撮影方法 

映像用アプリは Microsoft Teams を用い、作業現場

でタブレット2台を使用して、土地境界点の「近景映

像」と「遠景映像」を同時撮影し、立会会場のテレ

ビモニター2 台に送信して、その映像（動画）を明示

した。また、立会状況はノート PC やビデオカメラで

録画した。 

さらに、立会会場には、拡大した「境界立会ルー

ト図」（図-3）を提示して、1 カ所ずつどの境界点の

映像（動画）なのか位置関係をイメージしやすい環

境を確保した。 

 

①権利者とテレビ映像を見ながら境界立会を行う。

②境界確定後、テレビ映像と権利者を含めた写真撮影を行う。(電子黒板使用)

ﾓﾊﾞｲﾙWi-Fi
(通信環境

用)

近景撮影
(受信用)

遠景撮影
(受信用)

近景撮影
(表示用)

遠景撮影
(表示用)

遠景撮影
(送信用) ※立会会場は、「周桑農協新屋敷出張所建物2階会議室」

ﾀﾌﾞﾚｯﾄ 接続 接続 ﾉｰﾄPC

撮影

ﾀﾌﾞﾚｯﾄ

撮影 近景撮影
(送信用)

液晶TV 55型 液晶TV 42型

作業現場 立会会場

権利者Ａ 権利者Ｂ 権利者Ｃ

ﾋﾞﾃﾞｵｶﾒﾗ
(録画用)

ﾓﾊﾞｲﾙWi-Fi
(通信環境

用)
ﾀﾌﾞﾚｯﾄ

撮　影　方　法

国道11号

土地Ｂ

土地Ａ

ビデオ通信アプリ

 
図-4  撮影方法 

 

(c) 通話方法 

音声用アプリは LINE を用い、作業現場と立会会場

の間で同時通話ができる環境を整え、「通話方法」

（図-5）のとおり、メイン通話はスマートフォンの

LINE 及びハンズフリーイヤホンを使用して、作業現

場の測量作業者と立会会場の測量作業者6名が同時通

話できるようにし、権利者及び公共用地管理者にも

測量業者間の通話内容が聞こえるようにスピーカー

を設置した。 

 

交　通
誘導員

機器メンテ
担当者

受　付
補助者

警備会社 測量業者G 測量業者H

：集音ｽﾋﾟｰｶｰ 1個

ﾄﾗﾝｼｰﾊﾞｰ (ｻﾌﾞ)

：ﾄﾗﾝｼｰﾊﾞｰ 2台

(近景撮影) (境界明示) (遠景撮影)
×２台

(立会進行) (写真撮影) (確認書･謝金)

測量業者A 測量業者B 測量業者C 測量業者D 測量業者E 測量業者F

進行者
補　助

受　付
：ﾀﾌﾟﾚｯﾄ 2台近　景

撮　影
現　場
進行者

全　景
撮　影

携帯電話 (ﾒｲﾝ) 立　会
進行者

６名同時通話

：ﾊﾝｽﾞﾌﾘｰｲﾔﾎﾝ 5個

×6台 ：ｽﾏｰﾄﾎﾝ 6台

通　話　方　法

作業現場 立会会場
グループ電話

 

図-5  通話方法 

 

また、立会会場の権利者及び公共用地管理者にも、
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トランシーバー2 台をサブ通話として準備するととも

に、長時間通話が可能な電力を確保するため、モバ

イルバッテリーも準備した。 

(d) 立会会場 

「立会会場イメージ図」（図-6）のとおり、調査区

域に隣接する周桑農業協同組合の2階に立会会場を設

置した。 

なお、新型コロナウイルス感染拡大防止対策（離

隔距離 2ｍ以上確保）を考慮した配置計画とし、開口

部は、換気対策として常時開放とした。会場への入

場も各所職員、権利者のみに制限し境界立会に必要

最小限の人数で臨んだ。公共用地管理者については、

新型コロナウイルス感染拡大防止対策として、必要

最低人数での立会をお願いした。 
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図-6 立会会場イメージ図 

 

(e) Web境界立会方法 

立会会場の測量業者より、権利者及び公共用地管

理者に対して復元点の説明を行った後、権利者及び

公共用地管理者間で近景映像と遠景映像の映ったテ

レビモニターを見ながら、実際の境界点を決定して

もらう方法で実施した。また、境界点の決定後、テ

レビモニターに決定した境界点を明示した状態で、

権利者を交えた写真撮影を行った。 

 

3.    実施結果 
 

(1) 結果 

 調査区域内の通信環境が良好だったため、作業現

場から立会会場へ送信されてくる現場映像（動画）

がフリーズすることもなく、常に安定した現場映像

（動画）を受信することができた。そのため、権利

者等から見えづらい、わかりづらいという指摘はな

かった。また、近景と遠景を同時撮影することで、

権利者等がどの境界点を明示しているのか、分かり

やすい環境を確保することもできた。 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

図-7 近景、遠景の撮影風景 

図-8 立会会場 

 

(2) 測量業者と土地家屋調査士の感想 

測量業者と土地家屋調査士からWeb境界立会につい

て感想を聞き、メリットとデメリットを表-１にまとめ

た。 

 

表-1 メリット・デメリット 

メリット

・安全の確保（交通事故の発生防止、転倒等によるケガの防止等）
・立会者同士が過密になることなく境界立会が可能。
・狭隘箇所や立入禁止箇所において境界立会が可能。
・立会日程の調整が合わない場合や諸事情で立会箇所に行けない
　場合でも間接的に立会が可能である。
・境界確認を屋内等で行うため、天候等に左右されない。

デメリット

・カメラ及びモニター越しに境界確認をするため、現場の状況を把握
　し難い。
・現地立会に比べて境界確認に時間がかかる傾向がある。
・通信機器の不具合が発生した場合、復旧に時間がかかる可能性
　がある。
・土地所有者とカメラ、モニター越しで間接的に立会を行うため、関
　係者にその旨を理解していただく必要がある。  

 
Web境界立会は権利者の安全確保や感染症防止対策

などの効果が確認されたというメリットもあるが、

モニター越しでの境界確認時間は従前に比べてかか

るなどデメリットもある。今後は経験を重ねること

で使用方法の工夫を加えるなどして、デメリットに

ついては少しでも克服したいと考える。 

 
(3) 経験を踏まえた考察 

今後、Web境界立会を活用するにあたっての課題は3

点考えられる。 

1点目は、今回の調査範囲は通信環境が良好だった

ため問題はなかったが、Web境界立会は通信環境に影

遠景撮影 

近景撮影 

ガードマン 

近景 

遠景 

拡大図 
権利者A 権利者B 



響を受けやすいことがある。事前に調査区域内で本

番さながらの状況でリハーサルを行い、通話通信環

境を確めておく必要がある。 

2点目は、カメラ及びモニター越しに境界を確認す

るため、土地所有者が現場の状況を把握し難く、現

地立会に比べると境界確認に時間がかかる傾向にあ

る。すべての境界点で通信機器を使用した境界立会

ができるように統一できれば時間の短縮に繋がる。

また、立会する土地境界点の位置を特定するために、

境界立会ルート図もテレビ画面で映し出し、指し棒

等で境界点を指示することも一つの方法と考えられ

る。 

3点目は、各種通信機器等が揃っていなければ実施

が難しいということがある。通信機器等が足りない

場合、新しく購入しなければならず追加費用が発生

する可能性がある。今回使用した機器は、表-2のとお

りである。もし、測量業者が必要な機器等を所有し

ていない場合、発注者側で機器の貸出しを行うこと

も考える必要がある。 

 

表-2 必要機器一覧 

撮影時 通話時

タブレット（3台） スマートフォン（6台）

ノートPC(1台） ハンズフリーイヤホン（5個）

ビデオカメラ（1台） トランシーバー（2台）

モバイルWi-Fi（2台） 集音スピーカー（1台）

モバイルバッテリー（2個） モバイルバッテリー（6個）  

 

4.  今後のWeb境界立会の可能性 
 
(1) 遠隔地に住む人も境界立会が可能 

 Web境界立会は、直接、境界立会場所に赴く必要が

なくなるため、遠隔地に住む権利者も自宅等で境界

立会に立ち会うことが可能になる。また、権利者の

移動時間短縮につながり、場所や時間に制約されず

境界立会を行うことができる。 

 境界立会の証明撮影については、「立会会場」

（図-8）のような状況でWebで繋がっている権利者に

画面に出ていただき、写真を撮影する。その後、書

面で確認していただくことも一つの方法と考える。 

 

(2) 新型コロナウイルスなどの感染症対策としても有

効 

新型コロナウイルス感染拡大防止対策（離隔距離2

ｍ以上確保）を考慮した配置計画をもとに、開口部

は感染対策として常時開放とした。 

境界点ごとに会場への出入り人数を必要最小限に

制限すれば、新型コロナウイルスに限らずインフル

エンザなどあらゆる感染症対策に有効であるといえ

る。ただし、事前にルートの順番やコースを発注者

と受注者が入念に打ち合わせをする必要がある。 

 
(3) 悪天候時にも有効 

権利者は建物内で画面を見て境界を確認すること

ができるため、雨天時や猛暑など天候に左右されず、

権利者の健康等に配慮して境界立会を行うことがで

きる。 

 

(4) 山間部などの足場の悪い危険箇所での活用も検討

可能 

山間部など足場の悪い場所で現地立会することに

は、転倒などの危険リスクが伴うため、Web 境界立

会を取り入れることで危険リスクを軽減できる可能

性がある。一方で、山間部などでは周辺の状況と差

異がなく境界が分かりづらいことが考えられ、権利

者への境界点の見せ方を工夫する必要がある。ドロ

ーンを導入し、リアルタイムで航空撮影するなど現

地をイメージしやすくすることも一つの方法として

考えられる。 

 

5.  おわりに 
 
今回の通信機器を使用した土地境界立会について

は、①欠席した権利者が複数名いたこと、②国道沿

いに安全が確保できる待避スペースがあったことか

ら、全点実施するまでには至らなかった。 

しかし、通信環境が良好な地域であれば、現場立

会と同様な肌感覚で実施可能なことが立証できたこ

とから、交通安全施設設置事業のような道路沿いの

土地境界立会が伴う業務においては、今後活用する

ことを考えている。 

また、現在の土地境界立会は、1 点 1 点現地で境

界点を確認することが通常スタイルである。本当は

現地に行きたいが仕事などの都合で赴くことができ

なかったり、遠隔地に住んでおり移動が大変なため

境界立会を欠席したりする人もいる。新型コロナウ

イルスの影響で、今や Web会議が当たり前になりつ

つある。土地境界立会も、環境変化に対応していけ

るよう、今回の経験を踏まえ、権利者の立場に立っ

た業務に繋げていくことを考えている。 
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